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行 政 報 告
平成２８年壱岐市議会定例会６月会議

○ はじめに

本日ここに、平成２８年壱岐市議会定例会６月会議にあたり、前

会議から本日までの市政の重要事項及び今回、補正予算に計上した

主な内容等についてご報告申し上げ、議員皆様のご理解とご協力を

賜りたいと存じます。

さて、平成２８年春の叙勲が発表され、本市から４名の方が受章

されております。元壱岐市長の長田
お さ だ

徹
とおる

様が地方自治功労として旭

日双光章を、元壱岐医師会会長の品川
しながわ

晃
こう

一郎
いちろう

様が保健衛生功労と

して旭日双光章を、元日本郵政公社職員・特定郵便局長の浦川
うらがわ

孝生
た か お

様が郵政事業功労として瑞宝双光章を、壱岐土地改良区理事長の此
この

見
み

武
たけ

次
つぐ

様が土地改良事業功労として旭日単光章を受章されました。

また、第２６回危険業務従事者叙勲として、元長崎県警部補の

松永
まつなが

修
おさ

武
む

様が瑞宝単光章を受章されました。今日まで築かれたご

功績に、深甚なる敬意を表しますとともに、この度の栄誉を心から

お慶び申し上げます。

（１）国境離島新法に係る取組について

国境離島新法の制定については、先の５月会議における所信表明

で述べさせていただいたところでありますが、これまで、市では国

への施策提案を各部署から取りまとめを行い、一方では、壱岐市国

境離島新法制定期成会により働く場所づくりをテーマとした市民皆

様からのアイデア募集が行われるなど、官民一体となって、国への
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施策提案に向けた作業を行っているところであります。引き続き、

本市の振興発展と市民皆様の暮らしの向上に繋げるため、取組を活

発化してまいります。

（２）介護福祉士養成校について

来年４月、鯨伏中学校跡に介護福祉士養成校「こころ医療福祉専

門学校壱岐校」が開校となります。島内の介護福祉士を目指す学生

が、島内の学校に通い専門的な教育を受けることが可能となると同

時に、島外の学生、先生方が壱岐に住まわれることとなりますので、

人材育成のみならず、地域活性化に繋がるものと大きな期待をして

おります。

本年度は、岩永学園が実施する校舎の耐震改修工事に係る経費の

一部を助成するとともに生徒に対する支援策を決定し、開校への準

備を連携して進めてまいります。

（３）ふるさと納税について

平成２７年度のふるさと納税は、目標額１億円に対して、１億６

５６万円、前年度比３３５％の増で大幅に実績を伸ばし、目標額を

達成することができました。これは、昨年の９月からクレジット決

済による収納方法を追加したこと、お礼の品のカタログを改訂し、

充実を図ったことなどが要因となっております。

一方、ふるさと納税の積立基金「ふるさと応援基金」の平成２７

年度の使途については、子ども応援コースの小中学校図書購入費に

６００万円、景観・自然保護応援コースの自然公園環境整備に８０

０万円など、総額２，４３０万円の基金取り崩しを行い、本市のふ
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るさとづくりの施策に有効に活用させていただいております。本市

へご寄附をいただいた皆様に、この場をお借りして、改めてお礼を

申し上げる次第であります。

本年度も、引き続きお礼の品の拡充やＰＲに努め、目標額１億８

千万円を目指してまいります。

１．産業振興で活力あふれるまちづくり

（１）農業の振興について

肉用牛については、去る６月１日、２日に開催された子牛市におい

て、子牛取引価格が市場開設以来の高値を記録しております。

平均価格が４月市と比較し、１頭当たり約２万円高の８２万３千円

となっており、併せて、去勢、雌ごとの平均価格につきましても市

場開設以来の高値を記録しております。一方、６月３日に開催され

た成牛市において１６９頭が入場しており、繁殖雌牛の減少を危惧

しておりますが、新規参入農業生産法人による１００頭規模の牛舎

建設と新規就農者による３０頭規模の牛舎建設が計画されており、

繁殖雌牛の減少に歯止めがかかることを期待しております。本事業

については、県より内示を受けておりますので、今回所要の予算を

計上しております。

水稲については、平成２８年産米で高温耐性品種への転換が進んで

おり、つや姫、にこまるの占める割合は全体の５０％に達しており

ます。

葉たばこについては、全体的には生育は順調でありますが、中柄主
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体の作柄となっており、平年並みの収量が見込まれております。一

部の圃場において、生育不良が見られますので、原因等について西

九州たばこ耕作組合を中心に調査が行われております。

また、集落営農の法人化については、一昨年スタートした農地中間

管理機構への集積を目的とした事業等の推進により、本年５月末現

在で１８組織が設立されております。残りの集落営農組織について

も、法人化に向け推進を図ってまいります。

今後も、農業者皆様そして壱岐市農協をはじめ関係機関と連携を図

り、農業振興に努めてまいります。

（２）水産業の振興について

平成２７年４月から本年３月までの市全体の漁獲高及び漁獲量を

前年と比較しますと、漁獲高は１２．８％増の４０億２千百万円と

なっており、明るい兆しが見えておりますが、反面、漁獲量は１１．

０％減の５，１６２トンとなっており、水産資源の減少、漁場環境

の悪化による漁獲の減少、漁業者の高齢化並びに後継者不足など、

依然厳しい状況が続いております。

このような状況を踏まえ、水産業の振興を図るため、引き続き各

種事業を展開してまいります。

意欲ある担い手の育成支援事業として、認定漁業者制度並びに漁

業後継者対策事業を市単独事業として実施しておりますが、現在認

定漁業者は１７３名で、漁業後継者は４名が研修中であります。よ

り効率的・計画的な漁業経営の創出と後継者の育成が図られるもの

であり、今後も積極的な制度の活用を期待しております。その他、
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漁船漁業の機器設備の充実を図るため漁船近代化機器導入への助成

についても、引き続き実施いたします。

国・県の事業としては、離島活性化交付金による水産物ブランド

化事業と県の新水産業収益性向上・活性化支援事業により漁業者所

得の向上と地域・漁村の活性化を推進してまいります。

水産業の振興を図るべく、今後も漁業者の皆様そして各漁協をは

じめ関係機関と連携を図りながら、取り組んでまいります。

（３） 観光の振興について

平成２７年の観光客数は、夏場の台風の襲来も少なく好天に恵ま

れた影響もあり、観光客延べ数は、５６万１，３１１人、対前年比

１０４．８％でありました。

今年に入り、１月から３月の宿泊客数は、前年より増加しており

ましたが、４月に発生した熊本地震の影響もあり、現在のところ、

２，７９０人の宿泊客のキャンセルが出るなど、本市の観光におい

ても少なからず影響が出ております。そのような中、本市としては、

博多どんたくへの参加や後述する博多駅前での物産展の開催等を通

じて、市民団体や島内企業関係者と共に壱岐のＰＲに努めていると

ころであります。また、今月３０日に東京で開催される外務省主催

の「地域の魅力発信セミナー」に参加する予定であり、駐日外交団、

外国航空会社等を対象とした同セミナーへの参加等を通じて、国内

に留まらず、国外にも壱岐の魅力を発信してまいります。

さて、開館から７年目を迎えた一支国博物館では、本年４月１６

日に来館者総数６５万人を達成し、５月末現在６６万４，４７３人
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となっており、市民皆様をはじめ多くの方々にご来館いただいてお

ります。

今後も関係団体と連携しながら、壱岐の多彩な観光素材である古

墳や神社仏閣といった歴史・文化遺産と併せて、魅力ある壱岐の情

報発信を行い、官民一体となり「実りの島、壱岐」の観光コンセプ

トのもと、福岡市・九州離島広域連携事業等を活用した交流人口の

拡大、誘客活動を行ってまいります。また、日本遺産を活用した情

報発信を強化し、体験ツアー等も企画してまいります。

修学旅行、教育旅行については、本年度、長崎県内７校、長崎県

外２１校の２８校が来島される予定でありましたが、熊本地震の影

響で県外３校の壱岐への来島がキャンセルとなる一方、壱岐への振

替で１校増加となり、現在のところ２６校、２，８５４人が来島予

定となっております。すでに５月中旬から随時来島され、田植え体

験、マリンスポーツ等、大変好評を得ております。誘致については、

受け入れる側の魅力の向上と体制の整備も大きな要因となりますの

で、トップセールスを含め、観光連盟とも連携し誘致活動を推進し

てまいります。

また、本年３月に完成しました筒城浜ふれあいジョギングコース

等において、６月１０日から１７日まで、十八銀行及び肥後銀行の

実業団女子陸上部総勢２３名が、昨年に引き続き壱岐での合宿を実

施中であります。今後も積極的にＰＲを行い、他の実業団の壱岐合

宿に繋げてまいります。
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（４）商工業の振興について

５月２３・２４日の２日間、博多駅において観光物産展を行い、

海産物・壱岐牛・焼酎の販売に加え壱岐神楽の上演を実施いたしま

した。当日は多くの来訪者で賑わい、壱岐の特産物のＰＲ等、今後

の観光客誘致への効果を大いに期待するものであります。また、東

京の日本橋長崎館、ゆめタウン広島、そして、今年度も九州北部の

２ヶ所の道の駅、「佐賀大和」と「うきは」においても観光物産展を

開催し、観光ＰＲや物産販売を行うとともに、県内離島の自治体や

観光連盟と連携し、島の魅力の情報発信に取り組んでまいります。

（５）企業誘致について

平成１９年に立地いただいている株式会社レオパレス２１壱岐コ

ールセンターでは、現在、約７０名の方を雇用いただいております。

さらに、本年度、事業拡大に伴い新たなコールセンターを開設され、

２５名を雇用されることとなりました。４月１日に、株式会社レオ

パレス２１、長崎県、壱岐市の三者で立地協定を締結し、７月の事

業開始に向けて事業所改修等の準備が進められております。市とい

たしましては、新コールセンターの事業が円滑に開始されるよう支

援を行ってまいります。

２．福祉・健康づくりの充実で安心のまちづくり

（１）第２９回全国健康福祉祭長崎大会について

ねんりんピックの通称で親しまれている６０歳以上の方々を中心

とした健康と福祉の祭典「全国健康福祉祭」が、本年１０月１５日
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から１８日までの４日間、長崎県内１２市３町の会場で開催されま

す。全体で２６種目の競技が予定されており、本市は、ウォークラ

リー交流大会の開催地となっております。今回、五島市でも競技が

開催されますが、離島での競技開催は、ねんりんピックでは初めて

の試みとなることから、長崎県大会の大きな特徴であり魅力でもあ

ると注目されております。

（２）臨時福祉給付金について

平成２６年４月の消費税率の引き上げによる影響を緩和するため、

低所得者に対して制度的な対応を行うまでの間の暫定的・臨時的な

措置として、本年度も臨時福祉給付金が給付されることになりまし

た。併せて、障害基礎年金または遺族基礎年金の受給者皆様に対し

て、年金生活者等支援臨時福祉給付金が支給されます。今後、早期

に給付できるよう準備を進めてまいります。

（３）健康づくりについて

本市の特定健診における問診結果では、生活習慣病に大きく関係

する１回３０分以上の運動習慣のない市民の方が約７割となってお

り、この現状を踏まえ健康増進に向けた各種事業に取り組んでおり

ます。本年９月には、公益財団法人健康・体力づくり事業財団の補

助事業を活用し、「健康日本２１」推進のための啓発事業として、健

康日本２１推進壱岐大会「目指せ健康長寿日本一の島」の開催を計

画しております。健康づくり推進委員皆様と協働での開催を予定し

ており、市民皆様が運動に触れ、実際に体験をしていただき、本大

会を機に、一層の生活習慣病予防を推進してまいります。
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３．安全安心で環境にやさしいまちづくり

（１）防災対策について

防災は、行政の最大の責務であることを常々申し上げております

が、６月１日から組織機構の見直しを行い、総務部に危機管理課を

新設いたしました。防災・危機管理を統括する課の新設により、自

然災害はもとより専門化する原子力防災など、あらゆる危機に対し

て迅速かつ適切に対処するため、危機管理体制のさらなる強化を図

ってまいります。

（２）消防・救急について

本年５月末現在の災害発生状況は、火災発生件数６件、救急出動

件数は６４９件となっており、昨年同期と比較しますと、火災は８

件減、救急は２５件減となっております。

今後、気温の上昇とともに、熱中症による救急搬送の増加が危惧

されますので、予防対策について周知徹底を図ってまいりますが、

市民皆様におかれましては、自己管理等十分ご注意いただきますよ

うお願いいたします。

壱岐市消防団においては、本年度はポンプ操法大会の開催年であ

り、先日の６月１２日に開催された勝本・芦辺地区大会を皮切りに、

６月２６日には郷ノ浦・石田地区大会、そして、７月３日には壱岐

市大会、８月７日には長崎県大会が予定されております。皆様ご承

知のとおり、壱岐市消防団は前々回大会、前回大会と全国優勝を果

たしており、３連覇に向け各分団が懸命に練習に励み、大会に臨ん

でおります。団員皆様をはじめご家族皆様、地域の皆様、所属され
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る職場の皆様に心から敬意と感謝を申し上げる次第であり、各分団

のご健闘を期待しております。

４．心豊かな人が育つまちづくり

（１）芦辺小・中学校の校舎建設について

当初予算で議決をいただきました芦辺小学校校舎改築工事につい

ては、現校舎の解体工事を６月２０日までに完了し、校舎改築工事

（建築主体）の入札を６月１７日に執行予定としており、契約締結

についての追加議案を、本６月会議中に提出することとしておりま

す。今後、平成２９年４月の供用開始に向け、取り組んでまいりま

す。 

次に、芦辺中学校校舎建設計画については、建設予定地のふれあ

い広場の駐車場の一部とその付近が、平成２７年３月３日に長崎県

が公示した土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域に指定され

ていることが判明しました。

教育委員会は、今回指定された区域で建設が可能であるかを壱岐

振興局と協議を進める中で、建設が可能であるとの見通しに立って

計画を進めてまいりました。

しかしながら、土砂災害法に基づく調査結果で公示された警戒区

域や特別警戒区域についての理解が十分でない中、市民皆様は不安

感を抱いているとの指摘を受け、６月３日に住民説明会を開催し、

ふれあい広場を建設候補地とした経過と警戒区域や特別警戒区域に

ついての説明を行いました。建設する校舎は、特別警戒区域にかか
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らないように建設する等の説明をしましたが、市民皆様からは、そ

れでも不安は残る、無理してそこに建設するのでなく、安全性がよ

り認められる場所で建設することを検討するべきではないか等の意

見をいただきました。

これまで、多くの保護者、地域の方々が長い時間をかけて協議さ

れ、最終的に歩み寄っていただきまとめられた建設予定地のふれあ

い広場でありますが、土砂災害法に基づく調査結果から、この場所

が警戒区域等の指定を受けるという新たな状況の変化が生じており

ます。４月に発生した熊本地震では、自然災害の恐ろしさ、被害の

大きさを改めて知らされました。平成２１年の芦辺中学校統廃合の

決議文に対する回答の中で、「ふれあい広場周辺が校舎建て替え用地

として適切でないとの結果が出た場合においては、「校舎建て替え用

地選定委員会（仮称）」等を立ち上げ、芦辺中学校統廃合に関する協

議会から出された決議文の趣旨を踏まえた検討に入ります。」と申し

上げております。

危機管理は行政の最大の責務です。市政を推進する上で市民皆様

の生命と安全を守ることは、何よりも優先されなければなりません。

その主旨に立ち、また、総合的に判断した結果、芦辺中学校の校

舎建設の予定地については、改めて教育委員会と協議することにい

たしました。

自然災害の発生や被害が予想を超える現実を踏まえ、防災対策と

しての判断に対して、市民皆様のご理解をいただきますようお願い

いたします。



- 12 - 
 

現在、芦辺中学校で学んでいる生徒の安全確保のためには、１日

も早い新校舎の建設を推進しなければなりません。校舎建替え用地

について、教育委員会との協議を早急に行います。

５．国内外交流が盛んなまちづくり

（１）壱岐サイクルフェスティバル２０１６について

６月５日に開催された「壱岐サイクルフェスティバル２０１６」

では、島内外から６９４人の選手がエントリーされ、関係者などを

含めると約１，０００人の方が来島されました。当日は、一部交通

規制を行い、市民皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしましたが、壱

岐市消防団をはじめ多くの皆様のご協力により、盛会のうちに無事、

終了することができました。改めて厚くお礼を申し上げます。

（２）壱岐ウルトラマラソンについて

本年１０月２日開催予定の「壱岐ウルトラマラソン」については、

５月１６日に福岡市で大会開催の記者発表を行い、福岡・長崎のテ

レビ・新聞社１１社にご参集いただき、広く取り上げていただいた

ところであります。

申し込み状況は、６月１２日現在で１００Ｋｍ２３５人、５０Ｋ

ｍ１０４人の応募があり、順調に推移しております。

また、株式会社レオパレス２１様から本大会のメインスポンサー

就任の内諾をいただいております。本市ご出身の深山
み や ま

社長の壱岐の

振興に対する熱い思いであると理解しており、深く感謝を申し上げ

る次第であります。今後、株式会社レオパレス２１様とともに、メ
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ディア等あらゆる機会を利用し、さらに積極的な情報発信を行って

まいります。

（３）壱岐市御柱祭の開催について

姉妹都市である長野県諏訪市との交流事業の一環として、壱岐市

御柱祭が、７月９日に実行委員会主催により開催されます。同御柱

祭は、これまで合併前の旧勝本町において平成１０年に、合併後の

壱岐市において平成１６年および平成２２年に開催されております。

壱岐市御柱祭の内容は、前日に歓迎式、当日には、壱岐ならでは

の海曳きを勝本港で行った後、小中学生や市民皆様による里曳きを

城山公園まで行うこととなっております。当日は一部交通規制も入

りますが、姉妹都市とのさらなる交流の促進と地域活性化のため、

市民皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。

（４）移住・定住促進について

本年４月に、長崎県への移住相談窓口として「ながさき移住サポ

ートセンター」が設立されました。サポートセンターについては、

県と全市町で共同運営を行い、相談体制・情報発信の強化を図るこ

ととしております。市としてもワンストップ窓口を設置し、移住者

に対する住宅購入や賃貸住宅の家賃、引っ越し、空き家の改修に係

る費用の一部助成など支援を行うとともに、壱岐の魅力や風土、関

係各課の支援制度等を記載した移住ガイドブックの作製、移住相談

会への参加など積極的に情報発信を行ってまいります。

また、本年６月１日から、移住・定住促進担当として、新しく１

名の地域おこし協力隊員の採用を行い、現在、本市では２名の隊員
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が活動しております。この度採用した吉野
よ し の

隊員は、人口減少対策と

して、移住・定住希望者に対し、壱岐市におけるライフスタイルの

提案・支援策の提供、住む場所や働く場所に関する情報の提供、起

業支援、移住・定住を促進するイベントの企画・立案、ＵＩターン

者への相談や地域との連携を図り、定住しやすいまちにするコーデ

ィネートなどが主な活動となっております。市の地域振興推進課に

配属し、今後、外からの視点を活かし、１人でも多くの受入を期待

するものであります。

（５）道路、河川等の整備について

市道整備については、当初予算で計上した継続の補助事業・起債

事業の早期発注に向けて準備を進めております。

今回、単独事業の継続分として３路線の整備、起債事業分として

１路線の改築と１路線の設計業務、維持補修事業として８路線につ

いてそれぞれ所要の予算を計上しております。

住宅建設費については、２団地の防水改修工事及び耐震改修工事

に所要の予算を計上しております。

６．参画と協働による市民が主役のまちづくり

（１）男女共同参画の推進について

平成１８年度に策定した第１次壱岐市男女共同参画基本計画につ

いて、平成１９年度から平成２８年度までの１０年間の計画期間が

満了することになるため、本年度、次期平成２９年度から平成３８

年度までの計画期間１０年間の第２次壱岐市男女共同参画基本計画
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を策定いたします。

また、平成２７年８月に制定された「女性の職業生活における活

躍の推進に関する法律」いわゆる「女性活躍推進法」に基づく女性

活躍推進計画の策定が努力義務とされていることもあり、第２次計

画では女性活躍推進計画を合わせた男女共同参画基本計画を策定す

るようにしており、今回、所要の予算を計上しております。

（２）市税等の収入状況について

平成２７年度の市税の収入状況については、

現年度分は、調定額 ２１億６，９３７万円

に対し、収入額 ２１億３，１４８万円

で、収納率は９８．２５％ （前年度９８．３１％）

前年度対比マイナス０．０６％であります。

滞納繰越分は、調定額 ２億７，７７０万円

に対し、収入額 ２，６０８万円

で、収納率は９．３９％ （前年度１０．４１％）

前年度対比マイナス１．０２％であります。

国民健康保険税については、

現年度分調定額 ７億９，５２３万円

に対し、収入額 ７億５，７８４万円

で、収納率は９５．３０％ （前年度９４．６６％）

前年度対比プラス０．６４％であります。

滞納繰越分調定額 ３億 ６３６万円

に対し、収入額 ４，２１５万円
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で、収納率は１３．７６％ （前年度１２．１０％）

前年度対比プラス１．６６％であります。

以上が、平成２７年度市税の収入決算額であります。

県内の経済は、持ち直しつつあり、緩やかながら景気回復に向か

うことが期待されていますが、一方で、平成２８年熊本地震の影響

や中国等の景気の下振れなど、景気を下押しするリスクも否定でき

ません。

本市においても、基幹産業である第一次産業について、子牛平均

価格の高値更新や漁獲高の増加等、一定の明るい兆しが見えるもの

の、依然厳しい状況にあります。

こうした中、市民皆様や自治公民館長様の納税に対するご理解、

ご協力を賜り、国民健康保険税については、前年度収納率を上回る

ことが出来ましたが、市税については、わずかに前年度収納率を下

回る結果となりました。

市税等の徴収を取り巻く環境は依然として厳しい状況ですが、現

年度分の徴収強化を図るとともに、滞納繰越分については、県と市

の連携・協働による滞納整理を強化し、累積滞納額の縮減に努めて

まいります。

壱岐市行政の基幹財源である税の確保と公平・公正な税務行政の

実現に向けて一層の努力をいたす所存でありますので、引き続き、

市民皆様のご理解、ご協力を賜りますようお願いいたします。
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○ 議案説明

次に、議案関係についてご説明いたします。

（１）補正予算について

平成２８年度当初予算については、３月会議において可決いただ

いたところでありますが、市長選挙前の骨格予算であったため、本

会議において政策的予算を含めた補正予算案を提出しております。

その概要は、

一般会計補正額 ８億３，２０３万９千円

介護保険事業特別会計補正額 ９６６万９千円

となり、本会議に提出した補正額の合計は、

８億４，１７０万８千円

となります。なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は

２３０億２，３５４万３千円

で、特別会計については １０９億２，２６５万３千円

となっております。

（２）その他の議案について

本日提出した案件の概要は、条例の制定・改正に係る案件２件、

平成２８年度予算案件２件、平成２７年度予算の専決処分に係る報

告案件２件、繰越計算書の報告案件３件、市道路線の認定に係る案

件１件でございます。案件の詳細については、担当部長、課長等か

ら説明をさせますのでご了承願います。

何とぞ十分なご審議をいただき、適正なるご判断を賜りますよう

お願い申し上げます。
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○ おわりに

以上をもちまして、前会議以降の市政の重要事項また政策等につ

いて申し述べましたが、様々な行政課題に対し、今後も誠心誠意、

全力で取り組んでまいる所存でありますので、議員各位並びに市民

皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成２８年６月１４日

壱岐市長 白 川 博 一


